
広報　常陸大宮　　　　平成２４年７月号１１

 　

平
成　

年
第
２
回
常
陸
大
宮
市
議
会

２４

定
例
会
が
、
６
月　

日
か
ら　

日
ま
で

１２

２８

開
会
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
定
例
会
で
は
、

次
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
可
決
、承
認
及
び
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

 �
市
長
提
出
議
案�

 

条

例

　

条　
　
　

例 

○
常
陸
大
宮
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
及
び
外
国
人
登
録
法
の
廃

止
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る

条
例

平
成

年
度
補
正
予
算

　

平
成　

年
度
補
正
予
算 

２４２４

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計（
２

会
計
）
補
正
予
算

人

事

　

人　
　
　

事 

 

（
敬
称
略
）

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

自
見　

友
一　
（
下
岩
瀬
）

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

寺
門　

延
幸　
（
下
村
田
）

専
決
処
分
の
承
認

　

専
決
処
分
の
承
認 

○
平
成　

年
度
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補

２３

正
予
算

○
常
陸
大
宮
市
税
条
例
及
び
常
陸
大
宮
市

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

そ

の

他

　

そ　

の　

他 

○
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

５
月
９
日
、
環
境
保
全
県
民
会
議
で
ほ

う
賞
受
賞
者
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
団

体
の
部
で
常
陸
大
宮
市
北
西
部
建
設
業
組

合
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

当
組
合
は
、
市
内
各
地
区
単
位
で
年
２

回
の
地
域
美
化
活
動
を
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
東
日
本
大
震
災
で
は
市
と
の
協
定
に

基
づ
き
災
害
応
急
活
動
に
協
力
し
、
が
れ

き
の
受
け
入
れ
な
ど
、
災
害
廃
棄
物
仮
置

き
場
の
整
理
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
そ
れ
ら
の
活
動
が
評

価
さ
れ
、
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

環
境
保
全
茨
城
県
民
会
議
で
表
彰

　

５
月　

日
、
茨
城
県
市
町
村
会
館
で
茨

２５

城
県
治
山
林
道
協
会
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
、
併
せ
て
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
第　

回
民
有
林
林
道
維
持
管
理

３４

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
常
陸
大
宮
市
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
最
優
秀
賞

の
受
賞
は
２
年
連
続
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
受
賞
し
た
林
道
は
緒
川
地
域
の
深

山
不
動
下
線
で
す
。

第
34
回
民
有
林
林
道
維
持
管
理

　
　

コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞

▲右：市北西部建設業組合
龍崎会長　　
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５
月　

日
と
６
月　

日
、
総
合
保
健
福

１６

１０

祉
セ
ン
タ
ー
（
か
が
や
き
）
で
「
す
て
き

な
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
８
・
９
・　

月
に
出
産
予
定
の

１０

妊
婦
と
そ
の
ご
家
族
の
方
が
参
加
さ
れ
、

出
産
に
向
け
て
の
準
備
や
胎
児
を
育
て
る

食
事
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
父
さ
ん
が
妊
婦
を
疑
似
体
験

す
る
「
パ
パ
の
体
験
マ
タ
ニ
テ
ィ
」
も
行

い
、
重
さ
約　

キ
ロ
の
妊
娠
シ
ミ
ュ
レ
ー

１０

タ
ー
を
装
着
し
ま
し
た
。
実
際
に
体
験
し

た
お
父
さ
ん
か
ら
は
「
足
元
が
見
え
な
い

の
で
怖
い
」「
寝
た
り
起
き
た
り
が
大
変
」

と
の
感
想
が
出
て
、
妊
娠
中
の
大
変
さ
を

実
感
し
て
い
ま
し
た
。

す
て
き
な
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
開
催

▲深山不動下線
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　私は４月から市内の養鶏場・緒川
村養鶏組合で働いています。当組合
の採用試験を受けたのは、所在地が
常陸大宮市だったからです。私は学
生時代、市内を舞台にして書いた小
説「常陸大宮物語」の制作を仲間と
共に取り組んでいました。その際、
市の自然や文化、出会った方々の魅
力に触れて、この地域が大好きに

なりました。当組合のおいしい卵・奥久慈卵をＰＲす
ることで、大好きな常陸大宮市のことをもっとたくさ
んの方に知っていただきたいと考え、入社を決意しま
した。
　現在、当組合では茨城県のご当地ヒーロー・時空戦
士イバライガーと共同制作した「イバライガーエッグ」
の製造など、地域に密着した取り組みを行っています。
私もいつかは、新商品の開発やアンテナショップ等の
設立など、地域に貢献する事業に携わりたいと考えて
います。
　まだまだ“ひよ子”ですが、周りの方に支えられ頑
張っています。応援よろしくお願いします！
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市
内
在
住
の
彫
刻
家
・
間
宮
哲
夫
さ
ん

が
作
成
し
た
ブ
ロ
ン
ズ
像「
語
ら
い　

２
」

NO.

が
、
本
人
か
ら
常
陸
大
宮
市
へ
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
は
、
豊
か
な
自
然
を
愛
す
る
思

い
が
文
化
を
育
み
、
そ
の
文
化
か
ら
漏
れ

い
ず
る
光
が
平
和
に
つ
な
が
る
と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

作
者
の
間
宮
さ
ん
に
よ
る
と
、「
一
対

の
男
女
像
は
緊
張
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
表
わ

し
て
い
て
、
直
線
と
斜
め
の
構
成
に
な
っ

て
い
る
こ
と
等
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー

前
の
広
場
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

３
月　

日
に　

年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ

３１

４２

た
県
立
山
方
商
業
高
等
学
校
は
、
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
優
秀
な
卒
業
生
を
輩
出
し
、

地
域
産
業
の
発
展
や
教
育
の
振
興
に
大
き

く
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
輝
か
し
い

歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
同
校
に

設
置
さ
れ
て
い
た
ブ
ロ
ン
ズ
像
「
未
来
へ

の
光
」
を
、
常
陸
大
宮
市
が
茨
城
県
か
ら

譲
り
受
け
、
同
校
同
窓
会
に
よ
っ
て
Ｊ
Ｒ

水
郡
線
野
上
原
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
移
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
、
同
校
の
創
立　
２０

周
年
記
念
と
し
て
、
は
る
か
な
る
ま
な
ざ

し
と
大
い
な
る
明
日
を
期
待
し
て
設
置
さ

れ
て
い
た
も
の
で
す
。
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５
月
６
日
の
竜
巻
被
害
に
よ
る
見
舞
金

を
近
隣
の
市
町
村
や
各
種
団
体
の
皆
さ
ん

か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
温
か
い
ご
支
援

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

５
月　

日
・　

日
、
被
災
さ
れ
ま
し
た

２９

３１

野
田
・
秋
田
地
区
の　

軒
の
お
宅
を
市
長

２６

及
び
副
市
長
が
訪
問
し
、
見
舞
金
を
届
け

ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
の
一
日
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

竜
巻
見
舞
金
に
つ
い
て

《奨学基金へ》
敬称略

第二ダンスクラブ
（会長　横山　英明）

30,000円
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▲優勝した上村田ソフトの皆さん
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敬称略


